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70年ぶり水産業抜本改革案

漁師優先を廃止
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水揚げされた魚を仕分ける漁師たち＝山口県萩市で

乱獲防止に個別割当式導入

☆塩干物　（都庁調べ、

塩サケ（トキ）北海道
握力ズノコ　各地
シラス干し　名・地

粛きまサン吉事糞㊨
開き手指ダ看露盤
メ　　サ　　シ　各地⑪
ス　　ケ　　コ　各地

◇淡水魚　（豊洲組合、

ウ　ナ　ギ　　　太
同　　　　　並
同　　　　　細
コ　　イ　　群馬
ドジョウ　　　＿ヒ

並

☆横瀬麦肉（中央食肉市場、1㌔）

☆東京枝肉（芝浦食肉市場、

サヤインゲン
ニ　ン　ニ　ク

☆果実　（大田亮一調べ、

市場藍より　☆印は酒質税含む
〇一二＝三一一■　（単位・円）

☆野菜
（大田東－、一翼水省調べ、

破
課
業
度
㍍
醗
窮
雑
観

福
島
事
故
で
発
生
8
兆
円

位
の
措
置
額
に
す
る
べ
き
だ
。

こ
れ
で
は
不
十
分
な
備
え
の
ま

ま
原
発
を
動
か
し
続
け
る
こ
と

に
な
る
」
と
非
難
す
る
。

原
発
の
賠
償
問
題
に
詳
し
い

正
案
の
議
論
は
、
原
発
政
策
を

続
け
る
こ
と
を
前
提
に
な
さ
れ

て
い
た
の
が
問
題
だ
。
改
め
て

議
論
し
、
検
証
し
、
き
っ
ち
り

見
直
す
の
が
国
の
責
任
だ
」

今
の
臨
時
国
会
で
、
外
国
人
就
労
拡
大
や
改
憲
論
議
の
陰
に
隠

れ
て
い
る
が
、
水
産
業
改
革
も
大
き
な
焦
点
だ
。
安
倍
晋
三
首
相

は
所
信
表
明
演
説
で
、
地
方
創
生
の
一
環
と
し
て
、
七
十
年
ぶ
り

に
漁
業
法
を
抜
本
的
に
改
正
す
る
と
ぶ
ち
上
げ
た
。
そ
の
狙
い

は
、
漁
業
協
同
組
合
（
漁
協
）
へ
の
漁
業
権
の
優
先
付
与
を
廃
止

す
る
な
ど
し
て
、
企
業
の
新
規
参
入
を
促
す
「
漁
業
権
開
放
」
に

あ
る
。
水
産
庁
は
「
活
性
化
に
つ
な
が
る
」
と
強
調
す
る
が
、
漁

民
の
懸
念
は
強
い
。
改
革
を
批
判
す
る
鈴
木
宣
弘
・
東
京
大
教
授

に
問
題
点
を
聞
い
た
。

「
漁
獲
量
に
よ
る
資
源
管
理

を
導
入
し
、
船
の
ト
ン
数
規
制

か
ら
転
換
す
る
」
　
「
漁
業
権
の

新
た
な
付
与
に
つ
い
て
、
法
律

で
優
先
順
位
を
定
め
た
現
行
制

度
を
廃
止
す
る
」
。
先
月
二
十

四
日
に
閲
会
し
た
臨
時
国
会
。

安
倍
晋
三
首
相
は
所
信
表
明
演

説
で
、
水
産
業
改
革
の
方
向
性

を
こ
う
示
し
た
。

改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
水
産

資
源
が
枯
渇
し
な
い
よ
う
、
漁

獲
規
制
を
強
め
つ
つ
、
水
産
業

へ
の
企
業
の
参
入
を
促
し
、
成

長
産
業
に
す
る
こ
と
だ
。

日
本
の
漁
獲
量
は
一
九
八
〇

年
代
に
年
間
一
千
万
ト
ン
を
超
え

て
い
た
が
、
現
在
は
半
分
以

下
。
乱
獲
が
原
因
と
さ
れ
る
。

（
石
井
網
代
美
、
皆
川
剛
）

従
来
、
漁
獲
量
は
漁
船
の
大

き
さ
に
比
例
す
る
と
し
て
、
船

の
ト
ン
数
と
隻
数
に
軸
を
置
い

て
い
た
が
、
許
可
を
得
た
漁
船

は
、
可
能
な
限
り
漁
獲
を
確
保

し
よ
う
と
す
る
た
め
、
効
果
は

限
定
的
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
改

革
案
で
は
漁
獲
量
に
よ
る
規
制

に
重
心
を
移
す
。

現
在
、
サ
ン
マ
や
ク
ロ
マ
グ

ロ
な
ど
八
魚
種
に
つ
い
て
は
、

漁
獲
量
の
上
限
を
定
め
た
「
漁

獲
可
能
量
（
T
A
C
）
制
度
」

が
あ
る
が
、
こ
れ
を
他
魚
種
に

も
拡
大
す
る
。
こ
れ
だ
け
だ

と
、
上
限
枠
内
で
漁
民
同
士
の

競
争
が
起
き
、
乱
獲
に
陥
り
や

す
い
。
そ
の
た
め
、
各
漁
業
者

ご
と
に
漁
獲
量
を
割
り
当
て
る

「
個
別
割
当
（
I
Q
）
方
式
」

を
新
た
に
導
入
す
る
。

水
産
庁
管
理
課
資
源
管
理
推

進
室
の
岩
本
秦
明
室
長
は
「
高

く
売
れ
る
時
期
を
見
据
え
、
計

画
的
に
操
業
で
き
る
た
め
経
営

の
安
定
に
も
つ
な
が
る
。
集
計

や
報
告
体
制
が
整
っ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
、
全
体
に
広
げ

て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

改
革
案
の
も
う
一
つ
の
柱

は
、
漁
業
者
に
漁
業
権
を
付
与

す
る
際
の
優
先
順
位
の
廃
止

だ。
漁
業
権
と
は
、
一
定
の
区
域

で
、
独
占
的
に
漁
業
を
営
む
権

利
。
通
常
は
岸
か
ら
五
㌔
程
度

の
沿
岸
が
対
象
。
海
に
い
け
す

を
作
っ
て
養
殖
す
る
「
区
画
漁

業
権
」
、
長
さ
一
㌔
に
も
及
ぶ

巨
大
な
網
を
設
置
す
る
「
定
置

漁
業
権
」
、
地
元
の
漁
民
が
サ

ザ
エ
や
ウ
ニ
を
採
取
す
る
「
共

同
漁
業
権
」
と
三
種
類
あ
る
。

現
行
の
漁
業
法
で
は
、
誰
に

漁
業
権
を
与
え
る
か
、
優
先
順

「
漁
業
権
開
放
」

位
が
定
め
ら
れ
、
三
種
類
と
も

地
元
の
漁
師
、
つ
ま
り
漁
協
に

優
先
権
が
あ
る
。
改
革
案
で

は
、
区
画
と
定
置
の
漁
業
権
の

順
位
を
廃
止
す
る
。
こ
う
し
た

「
漁
業
権
の
開
放
」
に
よ
り
、

漁
協
に
未
加
入
の
民
間
企
業
も

新
規
参
入
し
や
す
く
な
る
。
同

庁
漁
業
調
整
課
沿
岸
・
遊
漁
室

長
の
斎
藤
晃
室
長
は
「
マ
グ
ロ

の
養
殖
な
ど
、
大
規
模
化
が
狙

い
。
資
本
を
持
っ
た
企
業
の
投

資
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き

る
。
漁
業
従
事
者
の
所
得
が
向

上
し
、
水
産
業
の
魅
力
も
高
ま

る
」
と
説
明
す
る
。

改
革
案
を
、
漁
業
関
係
者
は

ど
う
見
る
の
か
。
全
国
の
漁

協
な
ど
で
つ
く
る
全
国
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
の
広
報
担
当
、

佐
藤
隆
司
氏
は
「
コ
メ
ン
ト
は

差
し
控
え
る
」
と
口
を
閉
ざ

す。

一
方
、
小
規
模
漁
業
者
で
つ

く
る
全
国
沿
岸
漁
民
連
絡
協
議

会
の
二
平
章
事
務
局
長
は
「
魚

は
供
給
が
過
剰
に
な
れ
ば
値
崩

れ
す
る
が
、
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
に
漁
協
が
生
産
調
整
を
し
て

き
た
。
改
革
で
漁
業
権
を
持
っ

た
企
業
が
調
整
せ
ず
に
養
殖
す

れ
ば
、
地
元
の
漁
師
は
壊
滅
す

る
。
大
店
舗
が
増
え
て
、
地
域

の
小
さ
な
ス
ー
パ
ー
が
つ
ぶ
れ

て
い
く
の
と
同
じ
事
が
起
こ

る
」
と
危
ぶ
む
。
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園
「
管
理
組
合
役
員
の
義
務
」

意
識
し
て
い
ま
す
か
？

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
運
営
で
大
切
な
専
心

「
組
合
の
公
益
を
重
視
し
た
経
営
感
覚
」
で
す
。

大
規
模
修
繕
工
事
の
備
え
は
十
分
で
す
か
？

工
事
費
・
管
理
委
託
料
を
見
直
す
・
比
べ
る
‥
・

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社
「
舎
人
社
」
は
提
案
し
ま
す
〔
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」
は
誤
り

諭
で
全
体
量
を
推
定
し
て
も
不

正
確
だ
」
と
効
果
を
疑
問
視
す

る
。
さ
ら
に
、
操
業
著
を
監
視

し
、
違
反
を
罰
す
る
行
政
コ
ス

ト
は
「
共
同
体
が
話
し
合
い
で

解
決
す
る
の
に
比
べ
て
、
膨
大

な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
一
と
指

摘
す
る
。
さ
ら
に
視
野
を
広
げ

る
と
、
将
来
的
に
外
資

が
特
定
の
浜
を
「
買
い

占
め
る
」
事
態
も
心
配
さ
れ
る

と
語
る
。「
沖
縄
県
・
尖
閣
諸
島
に

は
、
か
つ
て
人
が
住
み
水
産
加

工
業
が
営
ま
れ
て
い
た
。
領
土

問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
原
因
の

一
つ
に
無
人
化
が
あ
る
。
沿
岸

の
管
理
権
を
仮
に
外
国
に
売
る

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
国
を

売
る
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本
政

府
は
、
農
林
水
産
業
が
国
境
を

守
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
に
欠

け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

西
欧
で
は
国
境
の
山
間
部
で

農
業
を
営
む
人
た
ち
が
家
業
を

持
続
で
き
る
よ
う
、
安
全
保
障

政
策
と
し
て
補
助
金
を
出
し
て

い
る
、
と
鈴
木
氏
は
指
摘
。

「
日
本
で
も
漁
業
所
得
の
補
填

に
予
算
を
使
う
べ
き
だ
」
と
訴

える。だ
が
、
漁
業
が
現
状
の
ま
ま

で
は
立
ち
ゆ
か
な
い
の
も
事
実

だ
。
漁
業
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
が
進
行
す
る
中
、
企
業

に
よ
る
漁
業
の
技
術
革
新
は
希

望
に
見
え
る
。
他
方
、
現
行
制

度
で
は
、
組
合
員
と
し
て
漁
業

に
参
入
し
よ
う
と
す
る
企
業
に

対
し
て
、
承
認
に
数
年
を
費
や

し
た
り
、
高
額
な
協
力
金
を
求

め
た
り
す
る
な
ど
、
漁
協
の
閉

鎖
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
氏
は
「
企
業
の
不
満
に

茸
を
傾
け
真
筆
に
受
け
止
め
る

こ
と
も
必
要
だ
一
と
、
漁
協
に

も
改
善
す
べ
き
点
は
あ
る
と
述

べる。そ
の
上
で
、
こ
う
続
け
る
。

「
海
の
資
源
と
環
境
を
守
る
た

め
に
、
漁
業
権
を
包
括
的
に
漁

協
が
担
い
、
共
同
体
を
継
承
し

な
が
ら
自
発
的
に
漁
を
調
整
す

る
枠
組
み
は
維
持
し
て
ほ
し

い
。
現
状
に
課
題
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
一
足
飛
び
に
改
革

を
進
め
、
沿
岸
に
暮
ら
す
人
々

が
長
年
培
っ
て
き
た
知
恵
を
無

視
す
べ
き
で
は
な
い
」


